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エコアクション２１ ２０２２年１１月に５回目の中間審査を受審しました。

「環境経営レポート」を、ホームページにて公開しております。

よろしければ、ご覧ください。

HPアドレス：http://www.tachibanakk.jp
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省エネ新基準 ～住宅あんしんニュースより～省エネ新基準 ～住宅あんしんニュースより～

２０５０年カーボンニュートラル実現に向けて、住宅・建築物の省エネ化が強力に推し進められている。

２０２５年にすべての住宅・建築物に省エネ基準適合が義務付けられるのに先立ち、昨年２０２２年には、

さまざまな住宅関連制度の認定基準が改定され要件が引き上げられた。より高い省エネ性能を有する住宅

が補助・融資・税金などのあらゆる面で優遇される。

住宅ローン減税では、長期優良住宅、ＺＥＨ水準省

エネ住宅など住宅の環境性能等に応じて控除対象と

なる借入限度額が変わってくる。一方省エネ基準を

満たしていない住宅は「その他の住宅」に区分され

２０２４年以降は原則、住宅ローン減税が受けられ

なくなる。フラット３５でも２０２３年４月以降の

設計検査申請分から、フラット３５Ｓ等の金利引き

下げメニューの適用の有無に関係なく、全ての新築

住宅で省エネ基準を満たすことが求められる。つま

り従来基準のままの住宅では、各種補助制度の要件

をクリアできず、優遇措置が受けられなくなるとい

うことである。
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お母様と息子様が一緒に考えられた、木造平屋建ての住宅が完成しました。

お部屋から見る庭が、とても落ち着きます。

昨年末に入居され、新しいおうちでお正月を迎えられました。＾-＾
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「住宅省エネ２０２３キャンペーン」は、２０５０年カーボンニュートラルの実現に向け、家庭部門の

省エネを強力に推進するため、住宅の断熱性の向上や高効率給湯器の導入等の住宅省エネ化を支援する

新たに創設された３つの補助事業の総称です。

補助対象・・・新築：住宅の取得者・リフォーム：工事の発注者

住宅は戸建て住宅、共同住宅等・集合住宅の別を問いません。

交付申請の予約は、③給湯省エネ以外はできます。

※１：子育て世帯、若者夫婦世帯が取得する場合に限る。１世帯1回まで申請可。

補助額（補助上限）：上限の範囲で申請できます。上限の範囲内であれば、複数回の申請も可能です。

※２：②③の補助を受けている場合２万円。

交付申請期間（予定）：２０２３年３月下旬から予算上限に達するまで（遅くとも２０２３年１２月３１日まで）

①こどもエコすまい支援事業のリフォーム対象工事を紹介します。

次の①～⑧に該当するリフォーム工事等を対象とします。①～③のいずれかに該当する工事を含んでいる

ことが必要です。原則、１申請あたりの合計補助額が５万円未満の場合は申請できません。

①開口部の断熱改修 ②外壁、屋根・天井又は床の断熱改修 ③エコ住宅設備の設置※３

④子育て対応改修（４種） ⑤防災性向上改修 ⑥バリアフリー改修（４種）

⑦空気清浄機・換気機能付きエアコンの設置 ⑧リフォーム瑕疵保険等への加入

※3：太陽熱利用システム/節水型トイレ/高断熱浴槽/高効率給湯器/節湯水栓/蓄電池

◎補助金申請の手続きは、弊社が行いますのでご安心ください。（必要書類等はご準備をお願いします。）

詳細説明をご希望の方は、弊社までご連絡下さい。（TEL:０８７-８６１－５４７０）
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参加補助事業
①こどもエコすまい

支援事業
②先進的窓リノベ事業 ③給湯省エネ事業

予算
１，５００億円

（国土交通省）

１，０００億円

（経済産業省・環境省）

３００億円

（経済産業省）

補助対象

（新築）
持家※1 対象外 持家、賃貸等

補助対象

（リフォーム）
持家、賃貸等 持家、賃貸等 持家、賃貸等

補助額（補助額上限）

新築

１００万円/戸

（1申請/戸・世帯）
対象外

設置する給湯器に応じて

５万円または１５万円/台

（戸建：2台/戸

共同住宅等：1台/戸）

補助額（補助額上限）
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５万円※２～６０万円/申請

（世帯属性に応じて

３０万～６０万円/戸）

工事内容に応じて

５万円～２００万円/申請

（２００万円/戸）

設置する給湯器に応じて

５万円または１５万円/台

（戸建：2台/戸

共同住宅等：1台/戸）

参加補助事業
①こどもエコすまい

支援事業
②先進的窓リノベ事業 ③給湯省エネ事業

予算
１，５００億円

（国土交通省）

１，０００億円

（経済産業省・環境省）

３００億円

（経済産業省）

補助対象

（新築）
持家※1 対象外 持家、賃貸等

補助対象

（リフォーム）
持家、賃貸等 持家、賃貸等 持家、賃貸等

補助額（補助額上限）

新築

１００万円/戸

（1申請/戸・世帯）
対象外

設置する給湯器に応じて

５万円または１５万円/台

（戸建：2台/戸

共同住宅等：1台/戸）

補助額（補助額上限）

リフォーム

工事内容と世帯属性に応じて

５万円※２～６０万円/申請

（世帯属性に応じて

３０万～６０万円/戸）

工事内容に応じて

５万円～２００万円/申請

（２００万円/戸）

設置する給湯器に応じて

５万円または１５万円/台

（戸建：2台/戸

共同住宅等：1台/戸）


